
【広域（情報・クリーン・有機）】

GAPをツールとした高校生への学びの支援
～ 空知畜産担い手プロジェクトの取組 ～

対象：北海道岩見沢農業高等学校畜産科学科の生徒

１ 活動の背景

２ 活動の経過

令和５年度
JGAP畜産2022(品目：乳用牛・生乳、肉用牛)認証取得

北海道岩見沢農業高等学校畜産科学科の課題
・地域の農業者や関係機関と接する機会が少ない。
・将来の職業として畜産業界を考える場が少ない。
・GAPの取組には、関係機関の指導や協力が必要。

関係機関ができることとは？
・GAP認証継続を目的として支援するのではなく、

し
てはどうか？
・学校農場も一農場であるため、学校教諭を農場責
任者、生徒を従業員として関係機関が指導すること

で、生徒が農場運営を として捉えるこ

とができるのでは？
・学校と関係機関が連携し、できる支援から始めて
みよう。

令和６年２月 空知畜産担い手プロジェクト 設立
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時期 対応・講師 支援内容

２月22日 プロジェクトメンバー
令和６年度維持審査に向けた関係機関打合せ
｢空知畜産担い手プロジェクト｣立ち上げ

４月23日 プロジェクトメンバー プロジェクトメンバー打合せ

６月10日 空知家畜保健衛生所
第１回出前授業｢家畜伝染病予防法に関わる仕事について｣
(プロジェクトメンバーへのZoom配信)
プロジェクトメンバー打合せ

６月18日 普及センター
第１回GAP授業｢農場で大事なことってなんだろう？｣開催
座学：農場で大事なこととは？、GAPの原則、GAPを通して学んでほしいこと
グループワーク：農場のリスクに気付く練習

７月２日 普及センター
第２回GAP授業｢GAPは誰のためにするもの？｣開催
座学：労働安全、農作業事故、事故対策、労働安全の効果
グループワーク：労働安全のリスク評価

７月18日 空知家畜保健衛生所
第２回出前授業｢飼養衛生管理基準について｣
(プロジェクトメンバーへのZoom配信)
プロジェクトメンバー打合せ

９月10日
普及センター

空知家畜保健衛生所

第３回GAP授業｢GAPの考え方のふりかえり・アニマルウェルフェアとは？｣開催
座学：GAPの考え方、アニマルウェルフェアの事例紹介
実習：管理点と適合基準の読みこみ、帳票準備補助、現地確認

９月12日 空知家畜保健衛生所 第３回出前授業｢飼養衛生管理基準について（実習）｣

10月15日
普及センター

空知家畜保健衛生所
第４回GAP授業｢GAPの審査に向けて｣開催
実習：管理点と適合基準の読みこみ、帳票準備補助、現地確認

11月12日～14日 普及センター 自己点検補助、審査受け答え練習

11月15日 プロジェクトメンバー 維持審査立会、プロジェクトメンバー打合せ

１月23日
普及センター
農務課企画係

第４回出前授業｢畜産農家の実態と畜産に関わる仕事について｣
プロジェクトメンバー打合せ



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

空知畜産担い手プロジェクト(仮)役割分担

GAP授業の配付資料一例 GAP授業３回(普及センター)
家畜衛生の授業３回(家保)

管理点ごとにリーダー
とサブリーダーを設定

家保･普及ｾﾝﾀｰによる自己点検支援

生徒一人一人が として
GAPに取り組むことができた！

・審査はゴールではなく、PDCAサイクルを意識した農場改善につなげることが重要で
あるため、今後は審査後の是正について学習する場も設ける。
・普及センター地域係を中心に、関係機関と連携しながら、継続してGAPの取組を支援
する。また、GAP取組支援のための人材育成を進める。

Point① 役割分担
それぞれの役割を明確に

Point② GAP授業
･答えを教えず生徒自

身が考えられるように
･ワークショップや実習
の時間を充実させ、
楽しくGAPを学べる
授業に

労働安全について意見を出し合う

授業の内容や生徒の反応を
プロジェクトメンバーに共有

Point③ ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ
GAPアドバイザーや家保
からの助言を次回以降の

授業に活かす

Point④ 出前授業
･家畜衛生について学んだ
ことで生徒のGAPの理解

がより進んだPoint⑤ 担当
より責任を持って取り組

むことができた

Point⑦ 審査
･審査員の質問に生徒が
自分の言葉で説明できた
･生徒同士で助け合う

様子も

審査員に説明する生徒

Point⑥ 生徒の変化
･生徒同士で自発的に受け答
えの練習をするように
･積極的に大人に質問する

など意欲的に

審査は緊張したけれど、
みんなでフォローし合っ
て受け答えをすることが
できてよかった。

GAPって以外とおもし
ろい。農場が良くなる
ようにこれからもGAPに
取り組みたい。


